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外食産業等と連携した畜産物の需要拡大対策事業の実施状況報告について（令和　年度）

















　外食産業等と連携した畜産物の需要拡大対策事業実施要領（令和2年3月17日付け日鶏元発第1006号）第12の１の規定に基づき、下記のとおり報告する。







（注）関係資料として別添を添付すること。
別記様式第４号　別添

外食産業等と連携した畜産物の需要拡大対策事業実施状況報告書

１　機械の利用状況
	区分
	商品の製造量

	技術名
	商品名
	計画
	実績

	
	
	
	


注：経年により商品名を変更した場合には、後継商品名を記載し、元の商品名を括弧書により記載すること。

２　生産者の飼養規模等（生産者と直接契約を締結する場合）
	生産者名
	

	畜種
	

	飼養頭数（羽数）
	

	５年後（令和　年）の飼養計画頭数（羽数）
	

	地域の１戸あたりの平均飼養頭数（羽数）
	

	地域名
	


注：契約する生産者について記載し、契約する生産者毎に上記の表を作成すること。
３　国産畜産物の利用実績
	区分
年度
	契約相手先（畜産経営体等）
	契約数量
	契約単価
②
	年間契約額
①×②
	備考

	
	
	計画

	実績
①
	
	
	

	初年度
（　　年度）
	
	
	
	
	
	

	２年度
（　　年度）
	
	
	
	
	
	

	３年度
（　　年度）
	
	
	
	
	
	

	４年度
（　　年度）
	
	
	
	
	
	

	５年度
（　　年度）
	
	
	
	
	
	

	６年度
（　　年度）
	
	
	
	
	
	

	７年度
（　　年度）
	
	
	
	
	
	

	８年度
（　　年度）
	
	
	
	
	
	

	９年度
（　　年度）
	
	
	
	
	
	

	10年度
（　　年度）
	
	
	
	
	
	


注１：初年度欄には、本事業の実施年度の翌年度の実績数値を記載すること。

注２：備考欄には、契約期間を記載すること。
注３：当該年度分を追記した上で、毎年度提出すること。
４　事業実施の効果
	区分
年度
	技術名
	商品名
	年間製造数量
（トン）
	備考

	初年度
（　　年度）
	
	
	
	

	２年度
（　　年度）
	
	
	
	

	３年度
（　　年度）
	
	
	
	

	４年度
（　　年度）
	
	
	
	

	５年度
（　　年度）
	
	
	
	

	６年度
（　　年度）
	
	
	
	

	７年度
（　　年度）
	
	
	
	

	８年度
（　　年度）
	
	
	
	

	９年度
（　　年度）
	
	
	
	

	10年度
（　　年度）
	
	
	
	


注１：初年度欄には、事業実施年度の翌年度の実績数値を記載すること。
注２：同一技術で製造商品が複数ある場合は、各商品を合わせた数量等を記載すること。
注３：当該年度分を追記した上で、毎年度提出すること
